
令和７年７月 11日  

報道関係各位 

 

岩手県立大学総務室  

 

公立大学法人岩手県立大学の令和６年度決算（財務諸表等）について 

公立大学法人岩手県立大学（理事長：石堂淳、副理事長/学長：鈴木厚人）では、地方独立行政法

人法等の規定に基づき、「令和６年度財務諸表等」としてまとめましたので、お知らせします。 

記 

１ 本法人の令和６年度決算は、地方独立行政法人会計基準等に従って処理し、地方独立行政法人

法の規定に基づき、財務諸表（貸借対照表、損益計算書、利益の処分に関する書類等）、事業報

告書、決算報告書として取りまとめたものであり、監査法人及び法人の監事により適正であると

認められたものです。 

２ 財務諸表については、県の承認後、年内に県報において公告するとともに、一般の閲覧に供す

るものです。 

３ 当期総利益は、2億 3,800万円余となっております。 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】岩手県立大学総務室 高橋 

      TEL：019-694-2032 FAX：019-694-2001 

                         E-mail: toru@ipu-office.iwate-pu.ac.jp 
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○

○

○

○

【主な収益の推移】 (単位：千円)

区　分 R1 R2 R3 R4 R5 R6 (R6－R5)

3,802,992 3,780,907 3,856,403 3,813,542 3,640,560 3,690,105 49,545

1,445,988 1,446,784 1,457,455 1,459,304 1,460,638 1,429,170 ▲ 31,468

184,925 374,785 408,475 290,477 304,379 304,138 ▲ 241

73,854 39,690 47,523 79,333 198,334 133,993 ▲ 64,341

113,153 156,115 159,890 174,572 0 0 0

※　学生納付金収益は、授業料収益、入学金収益及び検定料収益の合計額です。

※　補助金収益のうち、大規模施設修繕に係る県の補助金は208,398千円です。

○

○

○

【当期総利益の推移】 (単位：千円)

区　分 R1 R2 R3 R4 R5 R6 (R6－R5)

経常費用 5,590,910 5,647,721 5,767,456 5,868,164 6,067,266 6,089,658 22,392

経常収益 5,738,501 5,904,178 6,033,594 5,918,896 5,738,862 5,676,982 ▲ 61,880

臨時損失 470 567 70 1,245 3,477 2,113 ▲ 1,364

臨時利益 470 567 70 31,280 1,474,693 392 ▲ 1,474,301

162,773 156,696 220,908 270,232 530,151 652,636 122,485

当期総利益 310,365 413,153 487,046 350,999 1,672,962 238,239 ▲ 1,434,723

◎

　なお、令和５年度は地方独立行政法人会計基準の改訂により、資産見返負債を臨時利益として14億7,400余を
計上したことで当期総利益が大幅な増となったもので、令和６年度は、資産見返負債の臨時収益の計上がないこ
とから、減となったものです。

　経常収益は、総額56億7,600万円余と前年度と比較し6,100万円余の減となりました。

　これは、授業料収益などの学生納付金の減、企業等からの受託研究や共同研究の減が主な要因であります。

令和６年度(第20期事業年度)公立大学法人岩手県立大学決算概要について

地方独立行政法人の損益計算書（運営状況）の表示ルールに従い、その概要をお知らせします。

■　事業の実施に係る費用の状況

　経常費用は、総額60億8,900万円余と前年度と比較し2千200万円余の増となりました。

　これは、給与改定による人件費の増加や職員等のパソコン更新、宮古キャンパス外構改修工事の増が主な要因
であります。

■　費用に対する財源手当の状況

　令和６年度は、一定の利益を計上することとなりましたが、今後とも教育研究及び地域・国際貢献において社会
的責任を果たす大学として健全経営に努め、今後とも公立大学としての使命を果たしてまいります。

運営費交付金収益

学生納付金収益

補助金収益

産学連携等研究収益

資産見返負債戻入

　目的積立金については、施設改良修繕費用、学内情報システムの一部更新費用、学長特別枠事業などに充て
るため、6億5,200万円余を取崩して充当しました。

■　当期総利益の状況

　これらの結果、当期総利益は2億3,800万円余と前年度と比較し14億3,400万円余の減となりました。
　

　この当期総利益は、次年度以降の教育研究の質の向上並びに組織運営及び施設整備の改善に充てるため、
目的積立金に積み立てるよう県と協議しております。

目的積立金取崩

※  地方独立行政法人の損益計算書では、経常費用から経常収益を控除して経常利益を示したあと、臨時損益項目を
  加減 して当期純利益が示され、さらに目的積立金取崩額等を記載して当期総利益が最終行で示されます。

※  本学の当期中期計画において、目的積立金は、教育研究の質の向上並びに組織運営及び施設整備の改善に充てる
　 こととしています。
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